
学  
学

学 、人 の生活の となる「 」の「 」を支 る分 す その 、人 の と に くから発

き を 、こ からの の にお 、その時 を 、 る 将来を を

進 く す を くると こと 、人 に らせる く るとと に、

よ 、 、 か と 、人そ く な理 希望を、 体 なか に くこと るの

す 、「 の」と 物理 な「 の」 く と 上に、人 の ら 出来 、 の 会 文 を

く学 、他の工学分 と な 、 広 学 からなる 合 な を す そのこ

とから、本学 他の 工学部、 進工学部と並 か 、 の分 を 立 「 学部」と 置 、

に 体 と キュ ムの とに教 ・研究を行 す

、 のよ な な 物から、ホー スタジアム、 ビ と 大きな の 、その す

、 物の に を向 ると、室内 間（インテ ア）、 と 部 デ インの とな す な用

を 大 の 物 並 こと 、 、 、 き す 、インテ ア と の の ら

、人 の生活 る に に関わ き す 学部 、 の と の に 、か

間の と 合を図る に、 学 の に、「 ース」と「生活 デ イン ース」の２ の ースを設

す の を 実に修 することを 通と 上 、「 ース」 複 な用 大 の に する

とデ インの修 と発 することを と す 「生活 デ イン ース」 の の 間に 、 体

とデ インの を上 ること 、生活 と 間を くことを す

の を に るに 、 な の をインプットする なく、 習 る 実験・実習 設計

図によ 自 の理 と を ・実 ・ 現するアウトプット とな す 自ら 手を動かすこと、 る

手を動か な ら ること 習 となるよ 、修 を く す らに 、 くの人 との ミュ

ニ ーシ ンを通 、 を 、感 感 に 感 きる 会 を に ること す 学部

、 な ・ 、実 な 、 かな人間 と 会 と ３ の 体 なデ プ マ シーの とに、

キュ ムを 、 来の 会を する の を 成 す

デ ポ ー

学部 、「 な と を修 、 文 を継 会の に きる な を に

の 」を 成 す の 業 を すこと 、 学に関する ・ 及び次のよ な と

を備 のと 、学 （工学）を す

学 生  

学の の を支 る の を に 、その理 を せること きる

の伝 と な の 合によ 、 を すること きる

 

学の にお 、体 と を生か 、現 および発 な 案 きる

 

自発 、自 に学 と理 と実 を 合わせ 理 に物 を ること きる

他者の に 感 、 を すること 、よ 来の 間に向 職 を発 すること きる

ポ ー

学部 、デ プ マ シー る を 成 きるよ にすることを と 、 通教 「工学

」を担保 上 、 と実験・実習・ 習 を体 に 成 の キュ ムを す

ッ ンポ ー

学部 、 会の の進 に き、 な による 間の を す を 成 す

その 、 に る を する人を広く求 す

学  

分 に 関 を る人

学の と を修 する の な学 と を る人

よ 来の 間を よ とする 理 と を持 人




